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電子機器の「心臓」を支える電源ICの専門集団。
それが私たちトレックスです。

電子機器のCPUが「頭脳」だとしたら、電源は「心臓」です。
その「心臓」を支える電源ICにはアナログ技術が不可欠です。

トレックスは創業以来、アナログ技術、そのなかでも最も重要なアナログCMOS技術を磨き、
電源ICの小型化・軽量化・高性能化へのニーズにいち早く対応してきました。

トレックスの超小型・低消費の電源ICは、スマートフォン、デジカメ、パソコンなどのモバイル機器から、
カーナビ、ETCなどの車載機器、ロボットなどの産業機器、そしてウェアラブルデバイスまで、
様々な分野で高い評価を得ています。

電源ICのなかには1mm以下の極少なものまでありますが、世の中に与えるインパクトは無限大です。
これからも社会の進化、そして地球環境の未来を「アナログのチカラ」でしっかりと支えていきます。

アナログのチカラ

企業理念

常に豊かな知性と感性を磨き、

市場に適応した価値ある製品を創出し、

豊かな社会の実現と地球環境の保全に貢献するとともに、

私たちの事業に携わるすべての人々が共に繁栄すること

Corporate Philosophy

VISION
エコでスマートな未来の実現にむけて、

エレクトロニクスを半導体技術で支える

「省エネ小型電源」のリーディングカンパニーになる
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“超”モノづくり部品大賞
電気・電子部品賞

高耐圧 36V/600mA
小型 降圧DC/DCコンバータ
XC9704/XC9705シリーズ

2025年

第7回ものづくり日本大賞
製品・技術部門 優秀賞

超低消費降圧同期整流
PFM DC/DC コンバータ
XC9265シリーズ

2018年 半導体・オブ・ザ・イヤー2017
半導体デバイス部門 優秀賞

HiSAT-COT制御を採用した
DCDCコンバータ
XC9273シリーズ

2017年

省エネ大賞
製品・ビジネスモデル部門 審査委員会特別賞

ロードスイッチIC ラインアップ拡充
理想ダイオード機能搭載
XC8110/XC8111シリーズ

2023年度

Ultra Small Package

XCL series

Inductor

DC/DC
Package

Inductor

DC/DC
Chip

Inductor

DC/DC
Chip

Inductor

DC/DC
Chip

ポケット タイプ スタック タイプ クールポスト タイプマルチプル タイプ

溝加工したコイルとICチップを
内蔵したパッケージを貼り合せ
た構造。コイルがIC全体を覆い
隠すことでICパッケージ側から
出るノイズを低減できます。

コイルの上にICチップを載せた
構造。ICチップ分の実装面積が
削減できます。他のパッケージ
に比べ放熱効果は低く小電流
に限定されます。

コイルの横にICチップを配置
した構造。ICチップ及びコイル
の発熱を直接プリント基板へ逃
がし、比較的大きな電流を扱う
ことができます。

パッケージを貫通するCuポスト
によりコイルの熱をプリント基
板側へと逃がす構造。コイルの
種類（積層・巻線等）を問わない
ため、高耐圧化及び大電流化が
できます。

長期供給プログラム
製品ライフサイクルが長いお客様に安心して使用いただけるよう、

トレックスでは「長期供給プログラム（TLP）」を運用しています。

本プログラムでは、対象製品の供給期間を最低10年間維持します。

対象製品、供給期間例など
詳しくはこちらから

これまでの受賞歴

主な受賞歴 Major Awards

開発技術 Proprietary Technology
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回路設計技術
アナログ製品である電源ICは回路の引き回しの違いで特性が大きく変わります。

トレックスでは高い専門性をもった技術者の長年の経験とノウハウにより、極小の

チップサイズで優れた特性を実現しています。

1

パッケージ技術2

プロセス技術3

ウェアラブルデバイスなどで求められる、パッケージのさらなる小型化・軽量化に応え

るため、トレックスでは、超小型・高放熱を実現した独自パッケージ「USP」の技術開発

を積極的に行っています。要求される仕様をどこまで小さなパッケージで実現できる

かが私たちに課せられた使命です。

トレックスはファブレスメーカーにもかかわらず、社内に専門のプロセスエンジニアを

在籍させることでプロセス技術を高め、また、品質保証を含めたプロセス管理を徹底

することで安全かつ高品質の製品を世の中に提供しています。

超小型化による放熱効率の悪化を解消するために、特許を取得した独自

技術で高放熱機能をもった超小型・薄型のパッケージ「USP」を開発しました。

今後も、さらなる超小型化・薄型化を目指します。

超小型・高放熱をさらに進化させる
「USP(Ultra Small Package)」

省スペース

設計の簡素化

ノイズの低減

熱設計が容易

高効率

高性能POL

周辺部品の基板配線が最小限。小型ソリューションを実現。

主要部品が入力／出力コンデンサのみ。設計／評価工数を大幅に短縮。

パッケージ構造を最適化し、スイッチングノイズを抑えて低EMI。

高放熱の独自パッケージを採用。

小型／高効率。超低消費DC/DCを採用することで軽負荷でも高効率。

HiSAT-COT制御品は高速過渡応答と小型部品により FPGA/SoC等に最適。

制御ICとコイルを一つのパッケージにまとめた独自技術

技術 Technology

1mm
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あらゆるフィールドで
採用される
トレックスの電源IC

フェニテック岡山第1工場

フェニテック鹿児島工場

フェニテック岡山第2工場

Automotive Consumer Electronics Industrial Medical & HealthcareComputers & Communications

フェニテックセミコンダクター Phenitec Semiconductor

長年培ったアナログ技術で

　　超小型・低消費・高品質を実現したプロダクツ

DC/DCコンバータ
スイッチング方式による昇圧・降圧・
昇降圧・負電圧タイプの電圧変換IC

プッシュボタンコントローラ
システムのフリーズ対策用リブートコントローラ
電池のロングライフを実現するロードスイッチIC

電圧レギュレータ
低消費から高速LDOまでラインアップ、
安定した電圧をデバイスへ供給

負荷スイッチ
多様な保護回路や付加機能付き
高速ハイサイドスイッチIC

チャージポンプ
コンデンサを用いて反転、昇圧を行う
DC/DCコンバータIC

電池充電IC
1セル Liイオン/ポリマー電池用の
高精度リニア充電制御IC

電圧検出器/リセットIC
電源電圧ラインやCLKを
高精度に監視するリセットIC

ショットキーダイオード
低VFタイプ、低IRタイプの小信号から
電源ライン向け製品を用意

ブリッジダイオード
単相ブリッジ整流器

ツェナーダイオード
小型パワーモールドタイプの
定電圧制御に
最適なダイオード

過渡電圧サプレッサ（TVS）
過渡電圧保護用ダイオード、
単方向/双方向/アレイ仕様を用意

パワーMOSFET
低オン抵抗、超高速スイッチング特性
及び高密度実装を実現

スイッチングダイオード
汎用のスイッチング用ダイオードで
小信号スイッチング用途に最適

ディスクリート

●  カーナビゲーション
●  カーオーディオ
●  パワーウィンドウ
●  パワーシート

●  ETC車載機
●  ドライブレコーダー用
カメラ

●  バックビューモニター
用カメラ

●  液晶テレビ
●  家庭用ゲーム機
●  ホームシアター

●  美容機器
●  生活家電
●  LED照明

●  産業用ロボット
●  POSレジスター
●  POS端末

●  工業用測定器
●  スマートメーター
●  セキュリティ機器

●  電子体温計
●  体重計
●  血圧計

●  心電計
●  血糖値計
●  モニタリング機器

●  スマートフォン
●  デジタルカメラ
●  ノートパソコン
●  電子書籍端末

●  PC周辺機器
●  ICレコーダー
●  電子辞書
●  携帯ゲーム機

製品 Products

半導体ウエハの製造

5inch, 6inch

検査　　　   836㎡
EPI・BM　　1,521㎡
FAB1　　　 1,890㎡
FAB2　　　 873㎡
FAB3　　　 1,337㎡
FAB4　　　 1,465㎡

5inch　　　29,000 枚/月
6inch　　　27,000 枚/月
Epitaxy　　30,000 枚/月

業務内容

対応ウエハサイズ

クリーンルーム面積

生産能力

半導体ウエハの製造

6inch

5号館　　　   2,249㎡

1号館　　　   3,329㎡

3号館　　　   667㎡

6inch　　　  19,000 枚/月

業務内容

対応ウエハサイズ

クリーンルーム面積

生産能力

化合物半導体（Ga2O3、GaAs）の

研究開発業務を主体に活用

業務内容
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サステナビリティ基本方針

マテリアリティ

指標と目標

サステナビリティ Sustainability

1995年

1996年
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2009年

2014年
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2016年

2017年
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2022年

2023年

3月

11月
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3月

5月
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3月
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4月
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12月

4月

4月

4月

10月

4月

4月
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2月

9月

6月

12月

4月

3月

岡山県井原市にトレックス・セミコンダクター株式会社設立

TOREX SEMICONDUCTOR （S） PTE LTD 設立（出資比率81%）

TOREX USA Corp. 設立（100%子会社）

TOREX SEMICONDUCTOR EUROPE LIMITED 設立（100%子会社）

TOREX SEMICONDUCTOR （S） PTE LTD を100%子会社化

関西支社設立

ISO14001（環境マネジメントシステム）取得

TOREX SEMICONDUCTOR DEVICE （Shanghai） CO., LTD. 設立

TOREX （HONG KONG） LIMITED 設立

TOREX SEMICONDUCTOR TAIWAN LTD. 設立

ISO9001（品質マネジメントシステム）取得

東京技術センター開設

TOREX SEMICONDUCTOR DEVICE （Shanghai） CO., LTD.

VIETNAM SEIBI SEMICONDUCTOR CO., LTD へ出資

JASDAQ（スタンダード）に上場

VIETNAM SEIBI SEMICONDUCTOR CO., LTD を

東京証券取引所市場第二部に市場変更

フェニテックセミコンダクター株式会社と

TOREX USA Corp. R&D Center 開設

関西技術センター開設

名古屋営業所開設

東京証券取引所市場第一部に市場変更

フェニテックセミコンダクター株式会社を完全子会社化

IATF16949取得工場 フェニテックセミコンダクター株式会社の

株式会社ノベルクリスタルテクノロジーと資本提携

IATF16949遠隔地支援部門（本社追加）

東京証券取引所プライム市場へ移行

TOREX VIETNAM SEMICONDUCTOR CO.,LTD IATF16949取得。

（東京都江東区に本社事務所設立）

（100%子会社）

SHENZHEN BRANCH 設立

TOREX VIETNAM SEMICONDUCTOR CO., LTD. へ社名変更

資本業務提携及び同社を子会社化

遠隔地支援部門として認証登録

遠隔地支援部門として札幌技術センター認証登録

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

フェニテックセミコンダクターとの資本業務
提携により、産業機器、車載機器等に向けた
高付加価値製品の長期安定供給体制を確立
しました。

創業当初、バッテリーを電源とする超小型、低
消費の電源ICはマーケット規模が小さく、参入
企業も少なかったこともあり、時期尚早という
慎重論を抑えて設立1年でシンガポールに拠点
を設けました。これが今日のグローバル展開の
第一歩となりました。

TOREX EPISODE

ニッケル水素二次電池を使用した携帯型カ
セットプレーヤーでXC61ANシリーズが採用
されました。プレーヤーがギリギリ稼動できる
0.8Vを正確に検知するという、当時としては
大変厳しい要求でしたが、この実現によって
長時間再生を可能にしました。

ノイズ軽減のために「効率をあえて落とす」と
いう逆転の発想で内部発振回路の提案を行い、
DC/DCコンバータXC6373/XC6383シリー
ズが採用されました。

沿革 History

トレックスグループは「価値ある製品を通じた豊かな社会の実現と地球環境の保全」を
掲げ、環境・社会に貢献するという考えを経営の中心に据え、共存・共栄の精神で、全ての
ステークホルダーと共にサステナビリティ推進に取り組んでまいります。

マテリアリティの一つとして「地球環境保全に向けた取組の推進」を掲げており、気候変動に関するリスクの低減および機会の
創出に向けた進捗を評価するため、温室効果ガス排出量（Scope1・2）を指標とした目標を設定いたしました。
温室効果ガス排出量に関する目標設定は、その性質上、事業成長の制約要因となる可能性も指摘されていますが、当社グルー
プでは、堅実な削減の取り組みを進めるとともに、「社会課題解決に向けた高付加価値製品の提供」を通じた事業活動を中心に
据え、社会全体での排出削減への貢献も目標に含めた取り組みを推進していく予定です。

トレックスグループの製品は、世界中のあらゆる分野で使用
される電子機器に広く採用されています。
持続可能な社会の実現に向け、高付加価値な半導体製品を
提供することで、社会課題の解決と事業の成長の両立を目指
しています。

トレックスグループの強みは、長年にわたる半導体事業で培った技
術力と、市場のニーズを的確に捉える力です。この力を次世代に継
承し、急速に変化する時代に対応できる専門性と独創性を備えた
組織力を構築するため、人財の確保と育成を推進していきます。
また、多様な個性と専門性を活かし、従業員が自発的に活躍できる
職場環境の整備にも注力していきます。

環境にやさしい超低消費電力、超小型化の電源IC作り、成長を支える人材の
育成、コンプライアンスの徹底を推進していく事で全てのステークホルダーの
皆様と共に成長し続ける企業グループを目指します。

携帯型
カセットプレーヤー
※画像はイメージです。

1992年～

シンガポールに
初の海外拠点

1996年

フェニテックと
資本提携

2016年

ページャー
（無線呼出用携帯受信機）
※画像はイメージです。

1996年

社会課題解決に向けた高付加価値製品の提供1 多様で個性ある人財が活躍できる環境の整備2

トレックスグループは、気候変動を含む環境問題を、持続可能
な社会の実現に向けた重要な課題と捉えています。
バリューチェーンを通じて、環境負荷を軽減する半導体製品を
提供することで、省エネや省資源化に貢献し、環境保全に取り
組んでいきます。

トレックスグループは、事業に携わるすべてのステークホルダー
が共に繁栄することを目指しています。グループの継続的な事業
成長を通じて、社会に貢献し、利益の創出を実現していきます。
中長期的な企業価値の向上に向け、堅実な経営基盤を維持し、
リスクマネジメントを推進することで、さらなる成長を追求して
いきます。

地球環境保全に向けた取組の推進3 すべてのステークホルダーのための経営基盤の確立4

Scope1・2における温室効果ガス排出量 削減率30％*

*基準年（2023年度）排出量に対する削減率

2030年度目標

詳しくはこちらから
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売上高

経常利益

親会社株主に帰属する当期純利益

純資産額/総資産額

1株当たり純資産額

1株当たり当期純利益金額

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（円）

（円）
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3月期
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3月期
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3月期
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3月期
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3月期

2022年
3月期

323
790
1,268

-820

-2,846 -2,452

3,099

3,981

2,091

4,124

1,605

3,157
2,516

2,179

753
1,159

288.60

229.39

総資産（連結）総資産（単体）純資産（連結）純資産（単体）

連結単体

連結単体
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0
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3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2022年
3月期

0

1000

2000

3000

2026年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期
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2,077.66
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1,170.24
1,355.29

9,250

16,447

33,607

12,802

18,212
20,391

34,770
37,048

22,729
24,593
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17,400
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35,801
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10,155
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2022年
3月期

12,863

30,864
31,956
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146.73

198.69

859.43 879.71923.24

1,868.50

-2,358

-26

-4,297-4,192

-2.42
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-214.62
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-381.15 -390.73

連結単体

連結単体

連結単体

会社概要 Corporate Data

決算情報 Financial Information

はじめに手がけたのは、携帯型カセットプレーヤーの電源ICでした。

当時、バッテリー駆動の機器は少なく、

世界を見渡しても小型電源ICの専業メーカーはトレックスだけでした。

今では、小型で消費電力の少ない電源ICを必要とするモバイル機器があふれ、

世界中のメーカーが各社の強みを生かした小型電源ICを供給しています。

「今、私たちに何ができるのか」

それは電源ICに特化した専門集団として培ってきたアナログ技術を生かし、

「超小型」「低消費」という強みをさらに磨き上げること。

そして、ますます小型化するモバイル機器、高機能化する車載機器や産業機器、

今後需要が拡大していくIoT機器などの電源IC分野で

「トレックスにしかできない」

と言われるような世界をリードする「ものづくり」を行うことです。

トレックスはこれからも電源ICの未来を支えていきます。

「トレックスにしか、できないこと」

社 名

所 在 地

設 立

代 表 者

資 本 金

事業内容

　

決 算 期

トレックス・セミコンダクター株式会社

東京都江東区豊洲6-4-34 メブクス豊洲 5階

1995年（平成7年）3月

代表取締役社長  木村 岳史

29億6793万円

1.半導体デバイスの開発、設計、製造

2.半導体デバイスの販売

3月末日
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本社 国内営業部
〒135-0061 東京都江東区豊洲6-4-34 メブクス豊洲 5階
Tel:03-6899-5814

関西支社 国内営業部
〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-9-23
Tel:06-7670-1114

札幌技術センター
〒001-0932 北海道札幌市北区新川西二条1-3-36
Tel:011-763-3110

東京技術センター
〒135-0061 東京都江東区豊洲6-4-34 メブクス豊洲 5階
Tel:03-6899-5814

関西技術センター
〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-9-23
Tel:06-7670-1114

TOREX SEMICONDUCTOR (S) PTE LTD
60 Kaki Bukit Place Eunos Techpark #05-17 Singapore 415979
Tel:+65-6745-1352 E-mail:tsp@torex.com.sg

TOREX USA Corp.
2 Venture, Suite 470 Irvine, California 92618 USA
Tel:+1-949-261-2022 Fax:+1-949-261-2066
E-mail:info@torex-usa.com

TOREX USA Corp. R&D Center
780 Montague expressway suite 606 San Jose California 95131 USA
Tel:+1-408-649-6983 Fax:+1-949-261-2066

トレックス・セミコンダクター株式会社
〒135-0061東京都江東区豊洲6-4-34 メブクス豊洲 5階
Tel:03-6899-5814

2026.7

TOREX SEMICONDUCTOR EUROPE LIMITED
Unit 1,The Courtyard Whitwick Business Park Stenson Road Coalville 
Leicestershire LE67 4JP UK
Tel:+44-1530-510190 Fax:+44-1530-512400
E-mail:sales@torexsemi.co.uk

特瑞仕芯电子（上海）有限公司
TOREX SEMICONDUCTOR DEVICE (Shanghai) CO., LTD.
Room 2001, Building B, Far East International Plaza, No. 317 Xianxia Road, 
Changning District, Shanghai
Post Code: 200336
Tel:+86-21-6209-1166 E-mail:sales@torex.com.cn

特瑞仕芯电子（上海）有限公司深圳分公司 
TOREX SEMICONDUCTOR DEVICE (Shanghai) CO., LTD. SHENZHEN BRANCH
RM1705, E BLDG of Baoneng Center, 
No.3008, North Baoan Road, Luohu District, Shenzhen, China
Tel:+86-755-8326-6338 Fax:+86-755-8326-6383

特瑞仕（香港）有限公司
TOREX (HONG KONG) LIMITED
Units 505, Energy Plaza, 92 Granville Road, TST East, Kowloon, HK
Tel:+852-2312-7489 Fax:+852-2312-7589 E-mail:info@torexsemi.com.hk

台湾特瑞仕半导体股份有限公司
TOREX SEMICONDUCTOR TAIWAN LTD.
11F-1., No.21, Sec.6, Zhong Xiao E. Rd., Taipei City 11575, Taiwan
Tel:+886-2-2789-2089 Fax:+886-2-2789-0799 E-mail:sales@torexsemi.com.tw

フェニテックセミコンダクター株式会社
岡山第1工場    〒715-8602 岡山県井原市木之子町6833
岡山第2工場    〒715-8602 岡山県井原市木之子町150
鹿児島工場      〒899-6202 鹿児島県姶良郡湧水町北方1770-1

生産拠点

営業・開発拠点

本 社

TOREX NETWORK

本社
本社 国内営業部
東京技術センター

関西支社 国内営業部
関西技術センター

TOREX USA Corp. R&D Center

TOREX USA Corp.

TOREX SEMICONDUCTOR EUROPE LIMITED

TOREX SEMICONDUCTOR DEVICE (Shanghai) CO., LTD.

TOREX SEMICONDUCTOR DEVICE (Shanghai) CO., LTD. 
SHENZHEN BRANCH

TOREX (HONG KONG) LIMITED
TOREX SEMICONDUCTOR TAIWAN LTD.

TOREX SEMICONDUCTOR (S) PTE LTD

札幌技術センター


